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掛川市西之谷に見られる掛川層群五百済火山灰層について

白　井　久　雄
1 ．はじめに
　小学校学習指導要領の「理科第 6 学年Ｂ生命・地球（4）土地のつくりと変化」では，野外での地
層の直接観察を重視している（文部科学省，2018）．掛川・菊川地域は，野外での地層観察には最
も適した地域である．既に筆者は児童が見学できる適切な露頭（白井，1997, 1999, 2000, 2001, 2002, 
2003b, 2004b, 2005b, 2006b, 2007c, 2008b, 2009b, 2011, 2012b, 2013, 2014b, 2015, 2017, 2018, 2019）や，
露頭観察に基づいた授業実践（白井，1998a,b, 2003a, 2004a, 2005a, 2006a, 2007a,b, 2008a, 2009a, 2010, 
2012a, 2014a, 2016）を報告している．今回は掛川市西

にし

之
の

谷
や

で観察できる掛川層群五
い

百
お

済
ずみ

火山灰層の特
徴を記載するとともに，地層観察の視点を述べ，地層観察指導時の一資料を提供する．

2 ．露頭の記載
（1）露頭位置：本露頭は図 1 に示すように，掛
川市西之谷に位置し，露頭の高さは約 6m である

（図 2）．走向は N4～6ﾟW，西に 8ﾟ前後傾斜する．
（2）地層の特徴：本露頭の模式柱状図を図 3 に
示す．本露頭では火山灰層が観察できる．この火
山灰層は掛川層群五百済火山灰層上部 7～16（白
井・木宮，1990）である．図 3 には，五百済火山
灰層上部 7～16 を，模式柱状図の左側に 7～16 の
数字で示した．次に，本露頭で観察できる五百済
火山灰層上部 7～16 の特徴を説明する．
　7 は層厚 88cm 以上，極細粒砂径火山灰層とシ
ルト径火山灰層との互層である．極細粒砂径火山
灰層では軽石，木片（図 4），平行葉理，カレン
トリップル（徳橋，1998）が観察できる．カレン
トリップルは波長 12cm，高さ 2cm である（図 5）．
カレントリップルのフォアセット葉理面から得た
古流向は南南西向きを示す．シルト径火山灰層は
塊状であるが，3 層で平行葉理（図 6）が観察で
きる．
菊川市立小笠南小学校

図₁．露頭位置図（国土地理院発行₂万₅千分の
₁地形図「下平川」）．★＝露頭位置．

図₂．露頭全景．スケールは1m．
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図₃．模式柱状図．A，火山灰層；B，軽石火
山灰層；C，火山灰質砂層；D，明瞭；E，
浸食；F，漸移；G，カレントリップル；H，
平行葉理；I，級化構造；J，乱堆積構造；
K，塊状；L，軽石；M，木片；N，シル
ト径火山灰層ブロック

　　　模式柱状図左側の₇～16の数字は五百済
火山灰層上部₇～16を示す．

図₄．木片（五百済火山灰層上部₇）．スケール
は100円硬貨．

図₅．カレントリップル（五百済火山灰層上部₇）．
スケールは100円硬貨．

図₆．平行葉理（五百済火山灰層上部₇）．スケー
ルは100円硬貨．

図₇．級化構造（五百済火山灰層上部₈）．スケー
ルは100円硬貨．
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　8 は層厚 16cm，下部 12cm の細礫径の軽石よ
りなる軽石火山灰層では，堆積物の粒径が上位ほ
ど細かい級化構造（図 7）が観察でき木片を含む．
漸移して上部 2cm は塊状の極細粒砂径火山灰層，
さらに最上部 2cm は細礫径の軽石よりなる軽石
火山灰層である．
　9 は層厚 16cm，極細粒砂径火山灰層とシルト
径火山灰層との互層である．極細粒砂径火山灰層
は塊状，シルト径火山灰層では 2 層で平行葉理が
観察でき，1 層は塊状である．
　10 は層厚 65cm，細礫径～中礫径の軽石よりな
る軽石火山灰層である（図 8）．
　11 は層厚 18cm，極細粒砂径火山灰層とシルト
径火山灰層との互層である．極細粒砂径火山灰層，
シルト径火山灰層は塊状である．
　12 は層厚 22cm，平行葉理が発達する極細粒砂
径火山灰層で，葉理にそって細礫径の軽石が並ん
でいる．
　13 は層厚 54cm，極細粒砂径火山灰層または軽
石火山灰層と，シルト径火山灰層との互層である．
極細粒砂径火山灰層，シルト径火山灰層は塊状
である．軽石火山灰層の軽石は細礫径である．上
部 14cm の極細粒砂径火山灰層とシルト径火山灰
層との互層では乱堆積構造が観察できる．すなわ
ち，極細粒砂径火山灰層，シルト径火山灰層自体
が折れ曲がったり切れたりしていて，まるでコン
ボルート構造（徳橋，1998）のような形態を示す

（図 9）．
　14 は層厚 58cm，細礫径～中礫径の軽石よりな
る軽石火山灰層である．
　15 は層厚 66cm，極細粒砂径火山灰層とシルト
径火山灰層との互層である．極細粒砂火山灰層は塊状であるが，1 層で平行葉理が観察できる．シル
ト径火山灰層は塊状である．
　16 は層厚 68cm 以上，細礫径の軽石を含む，茶褐色の火山灰質粗粒砂層（図 10）で，下位より
20cm に層厚 5cm の破断したシルト径火山灰層ブロックを含む．

図₈．五百済火山灰層上部10．スケールは100円硬貨．

図₉．乱堆積構造（五百済火山灰層上部13）．スケー
ルは20cm．

図10．五百済火山灰層上部16．スケールは100円硬貨．
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3 ．考察
　五百済火山灰層上部 7 のカレントリップルのフォアセット葉理面から得た古流向は南南西向きを示
し，白井・木宮（1990）の報告と矛盾しない．五百済火山灰層上部 8 で級化構造が観察できること，
五百済火山灰層上部 13 で乱堆積構造が観察できることは白井（1997）でも報告している．
　五百済火山灰層上部 16 は，北部地域に一時的に堆積したであろう 10～15 の部分が大規模な海底地
すべりによって崩落し南部地域に再堆積したものであると考え，その堆積環境は北部地域が大陸棚斜
面，南部地域はその斜面のすそ野に広がる堆積盆地（前弧海盆）であったと推定した（白井・木宮，
1990）．また，白井（1997）は五百済火山灰層上部 16 が 8～15 を削っている境は，単に 15 を削って
再堆積したのみではなく，8～15 を削って再堆積したことを指摘した．しかし，本露頭では五百済火
山灰層上部 16 に破断したシルト径火山灰層ブロックを含む乱堆積構造は認められるが，8～15 を削っ
て再堆積したことは観察できなかった．
　本露頭では，極細粒砂径火山灰層とシルト径火山灰層の互層が観察でき，縞模様がわかりやすく，
火山灰の採取活動ができる．白井（1998a）は，菊川市内田地区の五百済火山灰層露頭の観察を基に
した授業実践を報告している．本露頭でも白井（1998a）と同様の実践が可能であろう．このように，
本露頭は「土地のつくりと変化｣（文部科学省，2018）の学習のために観察するには適していると言
えよう．

4 ．まとめ
（1）：本露頭では，掛川層群五百済火山灰層が観察できる．
（2）：本露頭は「土地のつくりと変化｣（文部科学省，2018）の学習での観察に適した露頭である．
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